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九鬼嘉隆像（常安寺蔵）

年末年始こそ小さな工夫でごみ減量！
年末年始は、大掃除や買い物、帰省や来客などで、家庭から出るごみが一年で特に増える
時期。つい買い過ぎてしまう食材や作り過ぎた料理が食品ロスにつながったり、片付けたも
のの処分方法に迷ったりした経験はありませんか。こうした時期だからこそ、３Ｒ（リデュー
ス・リユース・リサイクル）を意識し、ごみの減量や資源の適切な分別に取り組むことが大切。
暮らしの中の小さな工夫をやってみましょう。

一
人
当
た
り
年
間
約
１
７
５
㌔
排
出

　
市
内
の
家
庭
ご
み
排
出
量
（
燃
や
し

て
処
理
す
る
ご
み
・
燃
や
さ
な
い
で
処

理
す
る
ご
み
）
は
近
年
減
少
傾
向
に
あ

り
、
直
近
５
年
間
で
は
、
年
間
約
６
１

９
８
㌧
か
ら
５
５
４
０
㌧
ま
で
減
っ
て

い
ま
す
。
市
民
一
人
当
た
り
の
家
庭
ご

み
排
出
量
は
、
１
日
約
４
８
０
㌘
（
令

和
６
年
度
実
績
）。
生
ご
み
の
水
切
り

や
食
品
ロ
ス
削
減
な
ど
、
日
常
の
小
さ

な
工
夫
で
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

分
別
に
迷
っ
た
ら

　
ご
み
の
分
別
に
迷
っ
た
と
き
は
、
各

家
庭
に
配
布
し
て
い
る
「
守
ろ
う
ご
み

マ
ナ
ー
」＝
右
図
＝
や
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
ご
み
分
別
大
辞
典
」（
記
事
Ｉ

Ｄ
２
９
７
５
）、
ご
み
出
し
ガ
イ
ド
ア

プ
リ
「
５
３
７
４
．ｊ
ｐ
」（
記
事
Ｉ
Ｄ

３
１
４
４
）
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
一

人
一
人
の
行
動
が
環
境
に
優
し
い
社
会

に
つ
な
が
り
ま
す
。

ご

み

な

し

リデュース  Reduce
ごみを削減すること

①マイバッグやマイバスケットを利用し
レジ袋を断る。

②必要なものを必要な分だけ買い、使い
切る。

③詰め替え商品を買う。

市は、生ごみ処理機の購入費を補助していま
す

リユース  Reuse
ものを再使用すること

市の取り組み

①修理してもう一度使う。リフォームす
る。
②欲しい人に譲る（バザーやフリーマー
ケットなどを活用する）。

市クリーンセンターでは、椅子、テーブルな
どの家具類を展示・販売しています

リサイクル  Recycle
再資源化すること

家庭でできること

①新聞、雑誌、ダンボール等は、地域や
PTAの資源回収に出す。
②生ごみはできるだけ堆肥化する。
③再生紙使用マークの付いた商品やリサ
イクル商品を買う。

市は事業者と連携し、ペットボトルの水平リ
サイクル※の取り組みを進めています
※使用済みの製品を原料として、元の製品と同じ種類の製品
に再び作り替えるリサイクル方法

必ずプラス(＋)極とマイナ
ス(－)極にセロハンテープ
などを貼って、電気が流れ
ないようにしてください。
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小
型
充
電
式
電
池
な
ど

と
し
て

収
集
し
ま
す

　
市
は
令
和
８
年
４
月
か
ら
、
小
型
充

電
式
電
池
や
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
な

ど
を
「
有
害
ご
み
」
と
し
て
分
別
収
集

し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
電
池
は
現
在
、
リ

サ
イ
ク
ル
協
力
店
に
設
置
さ
れ
た
ボ
ッ

ク
ス
に
入
れ
る
か
、
販
売
店
な
ど
で
機

器
を
処
分
す
る
際
に
一
緒
に
回
収
さ
れ

て
い
ま
す
。
４
月
以
降
は
有
害
ご
み
と

し
て
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

新
た
に
対
象
に
な
る
も
の
：
小
型
充
電

式
電
池
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
、
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

引
き
続
き
対
象
外
の
も
の
：
自
動
車
用

バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
の
鉛
蓄
電
池

有
害
ご
み

有害ごみの出し方

電池類はすべて絶縁する

令和８年

４/１
スタート

ステップ１

月１回の「資源物
及び有害ごみ」の
収集日に、資源物
と別にして出す。

ステップ3

市の指定袋は使え
ません。

ステップ2

家庭でできる食品ロス削減

年末年始は火災にも注意！

国内では年間約464万㌧もの食品ロスが
発生し、毎日大型トラック（10㌧）約
1,270台分に相当する量が捨てられていま
す。食材を無駄にしないよう、「使い切
る・食べ切る」意識が重要です。

小型充電式電池やリチウムイオン電池は、衝撃や変形で発
熱・発火する恐れがあります。不適切に捨てると、ごみ集積
場や収集車などの火災につながるため、正しい分別を徹底し
ましょう。
また、年末年始は暖房器具や火気の使用が増え、乾燥によ

り火災が起こりやすい時期です。以下の４つを心掛け、火災
ゼロを目指しましょう。

・買い物時に「買い過ぎない」
・料理を作る時に「作り過ぎない」
・外食時に「注文し過ぎない」

〈食品ロス削減のためのポイント〉

①寝たばこをしない ②ストーブ周りに可燃物を置かない

③調理中はコンロから離れない ④コンセントのほこりを取り、
不要なプラグを抜く

収集日に出す透明か中身が
見える半透明の
袋に入れる
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【
綾
部
東
部
】
野
田
町
・
並
松
町

＝
石
田
由
紀
子
▽
上
町
・
川
糸
町

＝
村
上
香
里
▽
青
野
町
（
北
）＝

四
方
良
晴
▽
青
野
町
（
南
）＝
山

本
理
佳
▽
青
野
町
（
東
）＝
四
方

康
子
▽
青
野
町
（
西
）＝
木
村
敏

信
▽
味
方
町
（
上
）＝
岸
本
伸
一

郎
▽
味
方
町
（
下
）＝
井
田
省
三

▽
紫
水
ヶ
丘
＝
川
元
久
光
【
同
中

部
】
若
松
町
＝
佐
々
木
伸
▽
東
本

町
・
西
本
町
＝
出
口
洋
介
▽
北
西

町
・
南
西
町
・
西
町
団
地
＝
田
形

秀
樹
▽
広
小
路
・
新
広
小
路
＝
大

槻
和
幸
▽
中
ノ
町
・
本
町
四
・
五
・

六
丁
目
＝
加
藤
鈴
子
▽
天
神
町
・

相
生
町
＝
梅
原
誠
▽
綾
中
町
＝
四

方
裕
美
子
▽
新
町
・
新
宮
町
＝
井

田
英
樹
【
同
南
部
】
上
野
町
（
南
）

＝
永
島
義
明
▽
上
野
町
（
北
）＝

永
島
理
香
▽
田
町
・
月
見
町
＝
堀

池
芳
則
▽
東
神
宮
寺
＝
堀
一
男
▽

《
主
任
児
童
委
員
》

【
綾
部
】
足
立
征
子
、
八
木
加
奈

子
【
中
筋
】
加
藤
彰
子
【
吉
美
】

四
方
浩
代
【
西
八
田
】
十
倉
治
美

【
東
八
田
】
澤
田
ま
ゆ
子
【
山
家
】

上
田
裕
文
【
口
上
林
】
坂
田
鎭
男

【
豊
里
】塩
見
志
保
、谷
口
智【
物

部
】
谷
口
留
美
子
【
志
賀
郷
】

塩
見
ひ
と
み
【
中
上
林
】
井
関

利
津
子
【
奥
上
林
】
福
井
雅
子

寺
町
東
＝
石
田
正
直
▽
寺
町
西

（
東
）＝
西
川
成
子
▽
寺
町
西（
西
）

＝
池
澤
泉
▽
田
野
町
＝
中
山
俊
子

【
同
西
部
】
西
新
町
・
駅
前
通
＝

久
田
理
市
郎
▽
幸
通
・
本
町
七
丁

目
＝
石
角
明
美
▽
本
町
八
丁
目
・

宮
代
町
＝
大
槻
直
樹
▽
中
神
宮
寺

＝
牧
野
美
奈
子
▽
西
神
宮
寺
＝
藤

原
直
子
▽
井
倉
町
＝
中
山
千
幸
▽

井
倉
新
町
・
プ
レ
シ
ア
ス
・
井
倉

新
町
団
地
＝
大
槻
貴
代
▽
明
知
＝

白
波
瀨
幾
代

【
中
筋
】
岡
町
＝
山
口
美
世
子
▽

延
町
＝
泉
久
志
▽
鳥
ヶ
坪
＝
竹
村

惠
子
▽
上
延
町
（
南
）＝
柳
美
和

▽
上
延
町
（
北
）＝
川
原
久
美
子

▽
上
延
町
（
東
）＝
諏
佐
由
美
子

▽
大
島
町
東
＝
渡
邉
寛
二
▽
大
島

町
中
＝
渡
邉
綾
子
▽
大
島
町
西
＝

大
槻
薫
▽
高
津
町
（
東
）＝
立
川

き
く
代
▽
高
津
町
（
西
）＝
雨
林

寿
美
▽
安
場
町
＝
梅
原
節
子
▽
夕

陽
ヶ
丘
（
西
）＝
衣
川
節
子
▽
夕

陽
ヶ
丘
（
東
）＝
小
和
田
卓

【
吉
美
】
有
岡
町
＝
四
方
聡
子
▽

里
町
＝
四
方
よ
り
子
▽
多
田
町
・

高
倉
町
＝
堀
川
美
奈
子
▽
小
呂

町
・
星
原
町
＝
白
木
ち
と
世
▽
桜

が
丘
一
丁
目
＝
三
好

喜
▽
桜
が

丘
二
丁
目
＝
新
宮
淳
子

【
西
八
田
】
上
八
田
＝
福
井
由
美

子
▽
七
百
石
＝
神
田
豊
子
▽
中
筋

＝
中
瀬
さ
と
み
▽
岡
安
＝
塩
尻
智

子
▽
渕
垣
＝
齊
藤
浩
子
▽
下
八
田

＝
古
坂

▽
あ
や
べ
台
＝
渡
邉
由

美【
東
八
田
】
中
山
・
安
国
寺
＝
渡

邊
洋
子
▽
新
町
・
中
町
・
内
谷
＝

辻
井
三
智
子
▽
上
町
・
鐘
鋳
場
・

大
野
＝
中
村
紀
美
代
▽
高
槻
＝
新

川
正
道
▽
大
石
・
愛
宕
＝
鈴
木
徹

▽
延
近
・
門
・
久
保
＝
相
根
ゆ
か

り
▽
施
福
寺
・
小
嶋
＝
大
塚
ひ
ろ

み
▽
鳥
居
野
・
野
瀬
＝
柏
原
妙
子

▽
見
内
・
下
村
＝
𠮷
﨑
恭
一
▽
大

又
・
中
川
原
＝
吉
田
春
子
▽
黒
谷
・

八
代
＝
堀
江
廣
明

【
山
家
】
戸
奈
瀬
町
・
釜
輪
町
＝

林
秀
行
▽
広
瀬
町
＝
白
波
瀬
敏
幸

▽
旭
町
・
橋
上
町
＝
大
槻
知
弥
▽

東
山
町
＝
上
柿
浩
▽
鷹
栖
町
＝
岡

副
行
雄
▽
西
原
町
＝
西
村
康
彦
▽

和
木
町
＝
梅
原
利
昭
▽
下
原
町
＝

伊
藤
昌
範
▽
上
原
町
・
下
替
地
町

＝
野
間
浩
幸

【
口
上
林
】
十
倉
志
茂
町
・
十
倉

中
町
＝
渡
邉
あ
や
み
▽
十
倉
名
畑

町
・
十
倉
向
町
・
井
根
町
＝
馬
田

久
夫
▽
武
吉
町
＝
吉
田
直
子
▽
佃

町
＝
片
山
正
行
▽
忠
町
＝
温
井
和

子【
豊
里
】
上
位
田
・
中
位
田
＝
小

西
孝
宏
▽
下
位
田
・
旭
ヶ
丘
＝
村

上
惠
子
▽
大
畠
・
岡
倉
＝
福
井
美

樹
▽
栗
上
＝
大
槻
光
博
▽
栗
橋
＝

梅
原
麗
子
▽
栗
町
＝
高
橋
裕
行
▽

栗
揚
＝
梶
村
秀
人
▽
豊
里
＝
大
槻

武
久
▽
舘
＝
大
槻
美
智
代
▽
今

田
・
高
谷
＝
安
達
覚
▽
小
西
＝
大

槻
清
隆
▽
鍛
治
屋
＝
山
下
利
夫
▽

中
＝
坂
井
文
代
▽
日
向
・
本
城
奥

＝
山
下
智
恵
美
▽
湯
殿
・
小
貝
・

石
原
＝
村
上
美
由
紀
▽
私
市
東
・

私
市
＝
田
中
潔

【
物
部
】
上
市
＝
田
中
裕
子
▽
下

市
＝
水
野
貞
子
▽
須
波
伎
＝
山
本

久
美
子
▽
岸
田
＝
上
原
宏
文
▽
西

坂
＝
石
井
智
子
▽
新
庄
＝
春
日
督

史
▽
白
道
路
＝
四
方
義
信

【
志
賀
郷
】
志
賀
郷
＝
上
田
寛
▽

志
賀
＝
藤
岡
千
鶴
代
▽
向
田
＝
池

田
裕
子
▽
篠
田
・
別
所
＝
松
宮
清

美
▽
内
久
井
・
金
河
内
＝
加
柴
和

成
▽
坊
口
・
仁
和
＝
志
賀
清
治
▽

西
方
＝
白
波
瀬
克
利

【
中
上
林
】
第
一
区
＝
波
夛
野
裕

之
▽
浅
原
・
真
野
＝
渡
邉
広
恵
▽

小
田
・
引
地
＝
温
井
し
の
ぶ
▽
西

屋
・
神
谷
・
寺
町
＝
藤
原
節
子
▽

日
置
谷
・
殿
・
片
山
＝
岸
本
幸
宏

▽
石
橋
・
馬
場
＝
西
川
清
司
▽
山

田
・
竹
原
・
瀬
尾
谷
＝
岸
本
敏
之

▽
大
町
・
弓
削
＝
川
北
幸
子
▽
遊

里
・
清
水
・
睦
志
＝
波
多
野
早
百

合
▽
辻
・
水
梨
・
市
之
瀬
・
市
志

＝
阪
田
宗
夫

【
奥
上
林
】
長
野
・
志
古
田
・
山

内
＝
岩
﨑
和
美
▽
鳥
垣
・
草
壁
・

古
屋
＝
渡
邊
淑
乃
▽
有
安
＝
奥
田

洋
▽
川
原
・
小
仲
・
八
代
＝
岩
上

文
子
▽
古
和
木
＝
森
藤
誠
▽
光
野

＝
澁
谷
ひ
と
み
▽
栃
・
大
唐
内
・

市
茅
野
＝
酒
井
正
春

任
期
満
了
に
伴
う
民
生
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
の
改
選
が
行
わ

れ
、
新
任
１
２
６
人
、
再
任
20
人
の
計
１
４
６
人
が
12
月
１
日
、
新
た

に
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
10
年
11
月
末
ま
で
の
３
年
間

で
す
。

委
員
と
担
当
地
域
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。
連
絡
先
な
ど

詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
☎（
42
）４
２
５
０
へ
。

民
生
児
童
委
員
１
４
６
人
決
ま
る
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１月11日(日)午前９時～
(パレードは午前10時30分ごろ～)
　式典の後、青野町のあやべグンゼス
クエア付近からパレードが出発。由良
川花庭園で儀式放水を行います。
※詳細は本紙お知らせ版参照

消防出初式

ＦＭいかる

12月27日（土）午前９時～午後７時
　今年は日本でラジオ放送が始まってか
ら100年。FMいかるは開局して27年にな
ります。さまざまな時代にタイムスリッ
プしながら、この100年を振り返ります。

昭和１００年！ラジオ放送１００年！
いかる27年ラジオ！ １月１日（木・祝）午前７時～

上野町の藤山（寺山）山頂でボーイス
カウト綾部第２団らが国旗と市旗、世界
連邦旗を掲揚。市民憲章の唱和や「平和
の鐘」の打ち初めなども行われます。

元旦寺山山頂国旗掲揚式

１月11日(日)午後１時～
　市は里町の中丹文化会館で、綾部市二
十歳の集いを開催します。ご家族も入場
できます。
※詳細は本紙11月号お知らせ版参照

令和８年綾部市二十歳の集い

年
末
年
始
の
主
な
催
し
と
各
施
設
の
休
館
・
休
業
日
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年
末
年
始
の
催
し

休

休

休
※１＝家庭用ごみの持ち込みのみ受け付け　※２＝バス待合室は使用可能　※３＝施設の使用は可能

市　　　役　　　所

クリーンセンター

斎　　　　　　　　場

あやべ・日東精工アリーナ（市民センター）
あ や っ こ ひ ろ ば
図　　　書　　　館
天　　　文　　　館
資　　　料　　　館
あ い セ ン タ ー
上林いきいきセンター
西部いきいきセンター
保健福祉センター
市　　立　　病　　院
あやべ健康プラザ
観　光　案　内　所

あ や べ 特 産 館

あ　や　べ　温　泉

25
木

26
金

27
土

28
日

12月 1月
29
月

2
金

30
火

31
水

1
木・祝

4
日

3
土

5
月

6
火

施設名

※3休 ※3休

休
休

休

休
休

※2休

　救急のみ対応休
休休

開
開

開 開

休

開

開開

開 開
開

開

休 開

開
開
開

開
開

開

26～28日は16：30まで開

29日は17：00まで開

開
開

開
開
開

開開 　待合室のみ開
開 休

休

※1
開 休休

一部業務は8:30～17:00、日直が受け付け。水道は緊急時に対応休
年末特別収集あり
（本紙11月号参照）

開

開
葬儀・火葬のみ
開 　 利用予約のみ

13：00～17：00受け付け
休 開

開 休 開

開

開 開

開

開

16：30まで

綾部夢（ドリム）ライトは期間を延長し、1月12日（月・祝）まで開催
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一
見
似
て
は
い
る
が
実
は
異
な
る
も

の
を
「
似
て
非
な
る
も
の
」
と
い
う
。

中
国
の
思
想
家
孟
子
の
言
葉
に
由
来
す

る
が
、
平
た
く
言
う
と
紛
ら
わ
し
い
も

の
、
と
も
な
ろ
う
か
。
多
々
あ
る
例
で

思
い
浮
か
ぶ
ま
ま
に
列
挙
す
る
と
、
チ

ン
パ
ン
ジ
ー
と
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
は
同

じ
類
人
猿
だ
が
生
息
地
が
ア
フ
リ
カ
と

ア
ジ
ア
で
異
な
る
。
素
麺
と
冷
や
麦
は

麺
の
太
さ
加
減
の
違
い
、
サ
ッ
カ
ー
と

フ
ッ
ト
サ
ル
は
コ
ー
ト
の
広
さ
や
ル
ー

ル
が
異
な
り
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
と
ウ
イ
ン

ナ
ー
は
総
称
か
そ
の
一
種
。
ち
ょ
っ
と

趣
が
違
う
が
同
じ
「
た
ま
ご
」
で
も
、

卵
は
生
物
学
的
な
表
現
と
し
て
使
わ
れ

る
の
に
対
し
、
玉
子
は
食
材
的
な
意
味

合
い
が
強
い
。

も
う
少
し
踏
み
込
む
と
、「
自
由
」

と
「
わ
が
ま
ま
」
の
違
い
。
自
由
は
他

者
を
尊
重
し
つ
つ
自
分
の
意
思
で
行
動

190

す
る
こ
と
で
責
任
を
伴
う
一
方
、
わ
が

ま
ま
は
自
分
の
欲
求
を
優
先
し
て
他
人

の
気
持
ち
を
顧
み
な
い
自
己
中
心
的
な

行
動
を
指
す
。
ま
た
「
慎
重
」
は
軽
率

に
行
動
し
な
い
こ
と
で
思
慮
深
さ
に
基

づ
く
の
に
対
し
、「
臆
病
」
は
恐
れ
が

根
底
に
あ
る
ゆ
え
の
自
信
の
無
さ
や
消

極
性
に
つ
な
が
る
こ
と
が
多
い
。

政
治
の
世
界
に
お
け
る
首
長
と
議
員

の
役
割
も
似
て
非
な
る
も
の
に
挙
げ
ら

れ
よ
う
。
二
元
代
表
制
の
下
、
と
も
に

住
民
に
よ
る
直
接
選
挙
で
選
ば
れ
る
の

は
同
じ
な
が
ら
、
条
例
の
制
定
・
改
廃

や
予
算
編
成
、
人
事
を
練
り
提
案
す
る

立
場
と
、
出
さ
れ
た
も
の
を
受
け
審
議

す
る
側
で
は
大
き
く
異
な
る
。
そ
の
権

能
の
違
い
は
ひ
と
え
に
、
首
長
に
は
結

果
責
任
が
伴
う
こ
と
に
あ
る
と
思
う

が
、
そ
れ
が
為
政
者
の
運
命
と
い
う
も

の
で
あ
ろ
う
。
国
政
に
お
い
て
も
ト
ッ

プ
に
就
い
た
途
端
、
議
員
時
代
の
威
勢

を
な
く
し
て
失
望
を
招
き
、
退
陣
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
例
が
散
見
さ
れ
る
と
こ

ろ
。
も
と
よ
り
両
者
の
立
場
の
違
い
に

優
劣
は
な
い
も
の
の
、
つ
ま
る
と
こ
ろ

は
そ
れ
ぞ
れ
の
本
質
を
正
し
く
見
極
め

な
が
ら
理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を

真
摯
に
全
う
す
る
こ
と
が
肝
要
と
心
得

る
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

似
て
非
な
る
も
の

も
り
て
る

し
ん
し

そ
う
め
ん

ま
ぎ

ま
っ
と

さ
だ
め
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新
宿
区
が
新
た
に
参
加

覚
書
を
取
り
交
わ
し
た
の
は
、
和
歌

山
県
田
辺
市
、
北
海
道
遠
軽
町
、
綾
部

市
、
東
京
都
新
宿
区
、
茨
城
県
笠
間
市

で
す
。
新
宿
区
を
除
く
４
市
町
は
、
平

成
20
年
に
友
好
都
市
と
な
っ
て
以
降
、

交
流
を
継
続
。
大
規
模
災
害
時
に
は
、

物
資
提
供
な
ど
を
行
う
相
互
応
援
協
定

も
結
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
覚
書
の
締

結
で
、
こ
の
輪
に
新
た
に
新
宿
区
が
加

わ
り
ま
し
た
。

締
結
式
に
出
席
し
た
山
崎
市
長
は

「
植
芝
翁
ゆ
か
り
の
地
の
パ
ズ
ル
の

ピ
ー
ス
が
埋
ま
り
完
成
形
と
な
っ
た
。

持
続
的
、
発
展
的
に
交
流
が
続
く
こ
と

を
望
む
」
と
あ
い
さ
つ
。
締
結
式
に
立

会
人
と
し
て
出
席
し
た
植
芝
守
央
・
合

気
道
３
代
道
主
は
「
合
気
道
が
日
本
各

地
の
自
治
体
を
つ
な
い
だ
こ
と
は
、
誠

に
感
慨
深
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

植
芝
盛
平
翁
ゆ
か
り
の
５
自
治
体

相
互
交
流
と
防
災
協
力
へ
覚
書
締
結

　
市
は
11
月
８
日
、
東
京
都
新
宿
区
で
合
気
道
開
祖
・
植
芝
盛
平
翁
を
縁

と
す
る
相
互
交
流
等
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。
植
芝
翁
が
生
涯

を
過
ご
し
た
地
の
５
自
治
体
で
、
合
気
道
を
通
じ
た
交
流
の
促
進
と
災
害

時
の
応
援
・
協
力
を
約
束
し
ま
し
た
。

植芝盛平翁の足跡

明治16年
明治45年
大正８年

昭和６年

昭和17年

昭和44年

田辺市に生まれる
開拓団長として遠軽町に入植
故郷への帰途で綾部市に立ち寄
り、大本の出口王仁三郎に出会
う。翌年移住し、道場「植芝塾」
を開設
新宿区に合気道の専門道場（現・
合気道本部道場）を開設
正式に「合気道」と呼称。笠間
市に移り、翌年「合気神社」を
建立
永眠（享年86歳）

覚書を締結した各自治体の首長ら。（左から）近藤慶一・
笠間市副市長、佐々木修一・遠軽町長、植芝充央・合気
道本部道場長、植芝道主、真砂充敏・田辺市長、山崎市長、
吉住健一・新宿区長

みつてる

（地名は現在）
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協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

今
月
の
手
話

魚

つながろう

手話
で

右手を振り動かしながら左方へ
進める。（魚が泳ぐ姿を表現）

正
し
い
学
び
が
差
別
意
識
の
解
消
へ

講
師
は
、
被
差
別
部
落
出
身
者
の
女

性
と
の
交
際
を
、
自
身
の
親
に
反
対
さ

れ
た
経
験
を
持
つ
石
井
眞
澄
さ
ん
。
部

落
差
別
に
ま
つ
わ
る
実
体
験
を
多
く
の

人
に
伝
え
よ
う
と
、
被
差
別
部
落
で

育
っ
た
妻
の
千
晶
さ
ん
と
夫
婦
で
講
演

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

石
井
さ
ん
は
「
自
分
の
親
に
差
別
主

義
的
な
考
え
が
あ
っ
た
こ
と
に
大
き
な

悲
し
み
を
覚
え
た
」
と
、
交
際
を
伝
え

た
時
の
こ
と
を
振
り
返
り
ま
す
。
し
か

し
「
そ
の
後
、
両
親
は
人
権
に
関
す
る

研
修
会
な
ど
に
参
加
し
、
部
落
差
別
を

勉
強
す
る
中
で
考
え
を
改
め
た
。
妻
と

の
結
婚
を
報
告
し
た
と
き
は
反
対
さ
れ

な
か
っ
た
」
と
続
け
ま
し
た
。

こ
う
し
た
体
験
を
踏
ま
え
「
部
落
差

別
は
、
そ
の
歴
史
的
背
景
な
ど
を
知
ら

な
い
大
人
に
よ
っ
て
、
今
も
な
お
残
っ

て
い
る
」
と
指
摘
。「
当
時
、
親
が
交
際

を
反
対
し
た
の
は
、
我
が
子
が
周
囲
か

ら
差
別
を
受
け
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
心
配
か
ら
生
じ
た
」
と
し
「
差
別
を

な
く
す
に
は
部
落
問
題
に
つ
い
て
正
し

く
学
ぶ
必
要
が
あ
る
」と
訴
え
ま
し
た
。

差
別
の
解
消
に
は
、
私
た
ち
一
人
一

人
の
学
び
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
偏
見
や

差
別
的
な
心
が
な
い
か
自
分
を
見
つ
め

直
す
と
と
も
に
、
自
分
自
身
が
で
き
る

こ
と
を
考
え
、
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

シ
リ
ー
ズ

人
権
を
考
え
る

人
権
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

「
部
落
問
題
と
向
き
合
う
私
た
ち

　
　
　
　
　
　
　〜
結
婚
差
別
を
乗
り
越
え
て
〜
」

石
井
眞
澄
さ
ん

10
月
17
日
に
開
催
し

た
第
４
回
人
権
を
考
え

る
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

千晶さんの体調不良により、眞澄
さん一人での講演となりました

あのころにタイムスリップ
―本年度20歳を迎える皆さんの卒業当時を振り返ろう―

＜問い合わせ＞
　社会教育課　☎(42)4328
　資料館（土・日曜日の連絡先）　☎(43)1366

　小・中学校の校舎の写真や使っていた机、教
科書のほか、小学校６年生や中学校３年生当時
に流行したものを展示します。

期間　令和８年１月９日（金）～ 28日（水）
　　　※月曜日は休館
時間　午前９時～午後５時
場所　資料館（里町）

二十歳の集い当日限定企画
「みんなで思い出を残そう！」
　１月11日（日）の二十歳の集い当日、館内に
撮影スポットを設置します。記念写真で缶バッ
ジも作れます（先着100人限定）。この日だけの
思い出を残しませんか。




